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投与となるた めと考えられ た . lo n g / k g / b で の

導入後 T C I を行う方法が 調節性 に富み 最善 で あ

る .

6　抜管時の気管支出血により判明した気管支拡

張症の一例

尾山真理・伊藤由紀子
大黒倫也・高松美砂子
小川充・田中剛
藤岡斉（長岡赤十字病院麻酔科）

症例 は39 歳男性 . 既往歴は特 に無い . 慢性 顎下

腺炎の ため顎下腺摘出術を施行 した . 麻酔覚醒 ･

抜管後, 徐 々 に酸素飽和 度が低下 し, 最低83 % ま

で低下 した . 純酸素 で 呼吸補助す る も改善 せず ,

再挿管 とな っ た . 気管内吸引 にて鮮血 が認め られ ,

気管視鏡下 で左 S
6 気管支を中心 に出血が み られ

た .
IC U 入室 し, 呼吸管理を行 っ た . 気管支鏡下

に病変部の 止血を確認 し, 経過順調 で 2 日後 に抜

管 した . その 後 C T にて 左 S
6
に軽度 の 気管支拡

張症の 所見を認め , そ こか らの 出血 で あ っ た こ と

が判明し た . 気管支拡張症 が高率 に ( 10 % 前後)

気道出血を伴うこ と は知 られ て い るが , 術前に何

ら所見の な い 軽度の 気管支拡張症 であ っ て も気道

出血 がお こ る可能性があり, 緊急に処置 を要す る

こ とがある .

7　脊髄損傷の発生を疑わせる脊髄モニタリング

上の所見――側彎症術中の1例――
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1 1 歳女児 , 1 9 k g , 107 c m . T h 5
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,
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の k y p h o s c oli o si s を認め , 前後合併矯正固定

術を予定され た . 空気混合の5 0 % 酸素 と セ ボ フ ル

ラ ン 1 - 2 % に少量の フ ェ ン タ ニ ル を併用 し, 気

管挿管の 上調節呼吸と し, 全 身麻酔 を行 っ た ･ 神

経モ ニ タリ ン グと して , 仙骨裂孔よ り留置 した硬

膜外カ テ
ー

テ ル電極を刺激 し, 頭皮上 C z か ら体

性感覚誘発電位( S E P) P 40 を測定 した ･ 矯正操作

開始2 0 分後 , P 40 が突然消失 し8 分後 に回復 した ･

波が回復した こ とか ら脊髄損傷は回避されたとし

て手術を続行 した . 手術 時間 4 時 間45 分 , 麻酔時

間8 時間2 0 分, 出血量 200 m l , 抜管後 I C U に入室

した . しか し麻酔覚醒直後より両下肢 の 強 い 痛 み

と脱力を示 したた め, た だち に大量 ス テ ロ イ ド投

与が開始さ れた .
1 週間後症状 は軽快 した ･ 術 中

脊髄損傷 は, 軽 - 中等度の もの を含め て神経 の 電

気生理学的モ ニ タリ ン グによ っ て検出可能である ･

8 　 N M D A 受 容 体 ε 1 サ ブ ユ ニ ッ ト ノ ッ ク ア ウ

トマウスにおける s p a r e d  n e r v e  i n j u r y によ

る ア ロ デ ィ ニ ア
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神経損傷 によ っ て生ずる ニ ュ
ー ロ パ シ ッ ク ペ イ

ン には N M D A 受容体を介する脊髄後角ニ ュ
ー

ロ

ン の s e n siti z a ti o n が 関与する こ と が示 唆さ れ て

い る . 本研 究で は s p a r e d n e r v e i nj u r y ( S N I) に

ょ る ニ ュ
ー ロ パ シ ッ ク ペ イ ン 関連 行 動 へ の

N M D A 受容体 E l サ ブ ユ ニ ッ トの 欠失 の 影響を

調 べ た . S N I は D e c o s t e r d と W o olf に よ る方法

に従 い 坐骨神経の 三 つ の 末梢枝の 二 つ , 即 ち腰骨

神経と稔排骨神経を結紫, 切 断 し, 排腹神 経 には

損傷を与えなか っ た . 神経損傷によ る ア ロ デ イ ニ

ア は後ろ足外側 ( 排腹神経支配領域) に与 え た

v o n F r e y b ai r s によ る機械 的刺激 間借 に よ り測

定した . S N I 後 3 週間に渡り , 機械刺激 に対す る

逃避反応の 開催 は C 57 B L / 6 マ ウス の神経損傷群

で も E l 欠失マ ウ ス 神経損傷群 で も, s h a m c o n
-

t r ｡ 1 s と比 べ て有意な低下が 見 られ , 両者 に有意

な差は認められ なか っ た . 従 っ て ,
N M D A 受容体

E l サ ブ ユ ニ ッ トは こ の ニ ュ
ー

ロ パ シ ッ ク ペ イ ン

モ デル によ るア ロ デイ ニ ア には関与 して い な い こ

とが示唆 された .


